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多摩ニュータウンの小・中学校校歌にみる地域性と時代性
はじめに
歌の歌詞を分析した研究はさまざまな分野で行
なわれており，対象となる歌の分野も多岐にわ
たっている．倉石（1989）や毛利・後藤（1994),
藤井（2000）は歌謡曲や唱歌といった全国的にう
たわれている歌を対象として，歌詞に表現された
ふるさとや海について、それらのイメージを年代
別に分析し，イメージの変容を考察している．こ
れらの研究では，全国でうたわれている歌を対象
としているため，日本人全般の持つイメージや自
然観を議論している．一方，全国ではなくある地
域のみでうたわれる歌として，民謡や校歌があげ
られる．なかでも校歌は，一般に教育目標や教育
理念とともに，地域の自然環境や歴史，文化など
がうたい込まれる（大和田ほか， 1985；中川・鈴
木， 1994）という共通の形式を持っているため，
歌詞を分析すると地域性が反映していると考えら
れ，地理学でも数多く研究されている．
校歌に関する研究には，大和田・菅（1982）や
大和田ほか（1986）による愛知県尾張地方の小・
中学校の校歌と濃尾平野の局地風である伊吹おろ
しとの関係について考察した研究がある．これら
の研究では，伊吹おろしにまつわる語句の挿入率
は，冬に強い伊吹おろしが吹く地域で高くなるこ
とが明らかにされている．また，大和田ほか
(1985）では，愛知県全域の小・中学校で，校歌の
歌詞に含まれる自然・人文・精神的語句それぞれ
の挿入率を計算し，その地域性とのかかわりあい
について分析を試みている．大和田らは一連の研
究で，地域の自然をうたい込んで、いる校歌が，児
童・生徒の環境教育に役立つ可能性を明示してい
る．さらに，栃木県（大島・平山， 1984；飯田・
飯田， 1986）における研究でも，小学校の校歌の
歌詞は学校周辺の自然的環境や人文的環境と密接
に関係していることが示されている．また，朝倉
(1999）は全国の中学校の校歌にうたわれた山に
ついて，都道府県別に抽出し分析した．山に着目
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した研究は樋口（1993）でも行なわれ，群馬県の
小 ・中学校の校歌にうたい込まれている山に着目
し，地域性との関係について，山を校歌にうたい
込む場合には，特定の山を人がどのように知覚し
ているか， どのように認識しているかが重要な要
因になっているという視点を加えて考察してい
る．
この視点を中心とした研究として，中川・鈴木
(1994）の，自然環境がいかに認識され，その地域
性がどのようにあらわれるのかを検証する試みと
して，福島県の小 ・中・高等学校の校歌を対象と
して分析した研究があげられる．この研究では，
校歌にうたわれた山の出現率ゃうたい込んでいる
学校の地理的分布に加え，山のイメージとその表
現方法についても分析し，整理している．その結
果， うたい込んでいる学校の分布だけでなく，イ
メージの内容にも，それぞれの山によって違いが
現われていることを確認した．
校歌にうたい込まれている自然や歴史などの語
句にみられる地域性や，自然環境認識の地域性が
校歌にどのように反映されているか， といったこ
れまでの研究とは違った方向を取り入れたのが，
佐分利・中俣（1999）である この研究は，新潟
県北部地域の小・中学校の校歌の分析を通して，
校歌が学校周辺の何に注目し，それらをどのよう
に捉えるかといったことと，校歌を通じて児童・
生徒にどのような空間的イメージが付与されるか
という二つの段階について論じている．佐分利 ・
中俣（1999）の研究は，校歌にうたい込まれてい
る山や川はメタファ的な役割を持っており，校歌
に自然をうたい込むことで，山や川といった自然
のとらえ方だけでなく，教育目標や教育理念を空
間的イメージに変換し，メタファ的意味を児童 ・
生徒に付与していると述べている
また，地域住民の景観イメージを把握するため
に校歌を活用した研究もある．北原（1990）は，
三重県津市，四日市市，松阪市の3市の小・中・
高等学校の校歌を取り上げ校歌にうたわれた景
観を分析し，そこから人々のイメージのなかに形
成されている景観構造を読み解いている．その後，
分析対象地域は全国へと広がり（矢部ほか
1995），小学校の校歌から，住民が共有する地域の
景観イメ ージを明らかにしている．北原や矢部ら
の研究では，校歌にうたわれている景観は，地域
特性として共有されている景観像を反映したもの
になっており，それゆえ，校歌の歌詞から地域に
関する語句を抽出し，その分布や頻度，影響圏の
広がりを調べれば，市民意識として共有される地
域の景観構造を把握することができると述べられ
ている．
以上のように先行研究では，校歌の歌詞の語句
を分析することや，その語句がどのような表現方
法でうたわれているのかを分析することで，地域
性や景観イメージ，児童・生徒に付与されるイメー
ジを考察している． しかし，校歌は「歌」である
ので，一連，二連， といった連があり，連同士が
つながって全体としての意味を持つようになる．
このような 「歌」の持つ特質を考慮、に入れ，校歌
を分析する必要がある．また，対象としている校
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歌の作られた時代背景や校歌の作られる過程につ
いて先行研究ではほとんど考慮されておらず，読
み手としての分析が多く 作り手の視点が欠如し
ていた．そこで，「歌」の持つ特質や時代背景，作
り手の視点、も加え，校歌を分析することは，校歌
を対象とする研究に新たな展開をもたらすといえ
るだろう．
本研究では，校歌の歌詞の語句や表現方法，連
のつながりを分析することで，地域性や児童・生
徒に付与されるイメージを読み解くだけでなく，
時代背景とのかかわりも明らかにする．また，校
歌の作られる過程を詳しく検討し，校歌の持つ性
質や特徴についても考察に加えたい分析対象は，
東京都西南部に位置する多摩ニュータウン（第1
図）に位置する小・中学校の校歌である．多摩
ニュータウンでは， 1971年の街びらき以降，約30
年間に渡って絶えず学校が開校しており，校歌に
みられる変化を継続的に見ることができる点や，
作詞者や関係者への聞き取りが可能で、ある点から
分析対象として選定したまた，多摩ニュータウ
ンは日常生活の単位として住区に分かれており，
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第1図調査対象地域
注） 1から 21の数字は住区番号を示している．
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第2図小 ・中学校分布図
注） 1から 64の数字は第1表の番号と対応する．凡例は第1図に従う．
住区を決める際は 1中学校区，2小学校区が基本
となっているため、地域性をみるために小 ・中学
校の校歌がふさわしいと判断した。
多摩ニュータウン区域の小 ・中学校の分布は第
2図のようになっている．第一次入居当初は，児
童・生徒数が予測を大幅に上回り，計画より学校
数が多くなることもあった．しかし，近年では，
児童・生徒の減少傾向が激しくなり，諏訪地区（5 
住区），永山地区（6住区），落合地区（9・10住
区）では，統廃合が進められている（第1表） • 2000 
年現在開校しているのは，小学校34校，中学校18
校である．
本研究では，統廃合した学校も含め，小学校42
校，中学校22校の全64校を研究対象とした 64
校のうち多摩市立多摩第三小学校と八王子市立由
木中学校の2校は，多摩ニュータウンが街びらき
をする前から存在している学校である．それ以外
の62校は，多摩ニュータウンが街びらきをして
から開校した学校である．対象校の市別の内訳は．
多摩市が36校，八王子市が22校，稲城市が6校
であり，町田市の区域には学校はない．
各学校の校歌は，各市の教育委員会に保存され
ている学校要覧や校歌集から収集した教育委員
会に保存されていない学校に関しては，実際に各
学校を訪問して収集したまた， 2000年 10月から
11月にかけて，校歌の作詞者や教育委員会に聞き
取り調査を行なった
I 校歌にうたわれた環境と表象されるイ
メージ
本章では，校歌にうたわれた環境や読み解くこ
とができるイメージを明らかにするため，次のよ
うな構成で進める．まず，先行研究の分析方法（北
原， 1990；矢部ほか，1995）に従って，環境に関
連する語句を抽出し，その語句をうたい込んでい
る校数を数え，地域的な特徴を把握する．次に、
語句の表現方法を整理し，児童 ・生徒にどのよう
なイ メージを与えているのかを考察する．その際、
先行研究ではみられなかった多摩ニュータウンに
特有な表現についても 地域的背景を考慮に入れ
ながら考察する．最後に、校歌は連から構成され
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第1表 多摩ニュータウン内の小・中学校
住区番号 学校名 統合街びらき学校創立 住区番号 学校名 統合街びらき学校創立
1 城山小学校 1992 36 大松台小学校 1989 
1 2 向陽台小学校 1988 1988 11 37 南鶴牧小学校 1982 1982 
3 稲城第五中学校 1988 38 鶴牧中学校 1989 
2 4 長峰小学校 1995 1995 39 秋葉台小学校 1990 
5 若葉台小学校 1999 12 40 別所小学校 1990 1992 
3 
稲城第六中学校
1999 41 別所中学校 1990 6 1999 
7 聖ケ丘小学校 1984 42 長池小学校 1997 
4 
聖ケ丘中学校
1984 13 43 松木小学校 1993 1994 8 1984 
44 松木中学校 1994 
9 北諏訪小学校 1975 
10 諏訪小学校 1994 45 柏木小学校 1983 
5 11 諏訪中学校 1971 1978 14 46 南大沢小学校 1983 1985 
12 (10）南諏訪小学校 1972 47 南大沢中学校 1983 
13 中諏訪小学校 1977 48 宮上小学校 1989 
15 1989 
14 永山小学校 1996 49 宮上中学校 1989 
15 瓜生小学校 1996 50 鑓水小学校 1998 
16 多摩永山中学校
16 
鑓水中学校
1998 
1997 51 1998 
17 南永山小学校 1971 52 西愛宕小学校 1976 
6 18 (14）北永山小学校 1971 1974 53 東愛宕小学校 1972 
19 東永山小学校 1976 17 鹿島小学校
1972 
54 1976 
20(15）西永山小学校 1979 55 東愛宕中学校 1972 
21 (16）永山中学校 1971 
22 西永山中学校 1980 56 三本松小学校 1982 
18 57 松が谷小学校 1976 1976 
23 北貝取小学校 1983 58 松が谷中学校 1976 
7 24 南貝取小学校 1976 1977 
25 貝取中学校 1983 20 59 下柚木小学校 1992 1995 
26 北豊ケ丘小学校 1980 60 上柚木小学校 1993 1995 
8 27 南豊ケ丘小学校 1976 1976 21 61 愛宕小学校 1994 
28 豊ケ丘中学校 1976 62 上柚木中学校 1994 
29 東落合小学校 ヨ 1999 63 
多摩第三小学校 1965 
9 30 ~~9）北南落落合合小小学学校校 1976 64 白木中学校 1947 1976 注）矢印は統廃合を示している．1979 
32 東落合中学校 1981 カッコ内の数字は2001年現在の敷地である
落合中は2003年に旧東落合中の敷地に移転した．
33 西落合小学校 1984 
10 34 落合中学校 1982 2000 
35 (34）西落合中学校 1982 
ているが，連の構成とつながりを考慮した分析を 文化や産業などの社会的環境，歴史についての歴
聞き取り調査の結果をもとに進めていく ． 史的環境としてうたわれている語句のことであ
る．個々の環境要素を概括的に分類したものを環
1 .校歌にうたわれた環境要素 境要素群とする．自然的環境の山や丘，川につい
環境要素とは，地形や気候などの自然的環境， ては，全国で一般的に使われている固有名詞（「富
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第2表校歌にうたい込まれた環境要素
環境要素群校数 環境要素 校数
山・山なみ 38 富士山 29 
丹沢山地 3 
高尾山 1 
武蔵相模の山なみ 1 
丘 ・丘陵
特定しない山・山なみ 9 
51 多摩丘陵 26 
向陽の丘
長峰の丘
若葉の丘
貝取の丘
下柚木の丘
聖蹟の丘
/1 
特定しない丘・丘陵
13 多摩川
大栗川
歴史
特定しない川
3 絹の道
四谷見附橋
57 光
クb
風
気候
雲
植物
???
???????
?
?
? ?
そのイ也 35 
緑 48
動物 15 山鳩
ひばり
鳥
33 学舎
母校
校舎
校庭
27 街
ふるさと
里
郷土
注）校数は64校中の数字である
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士山」や「多摩丘陵」など），地域固有の特定の地
名がついた呼称（「長峰の丘」や「下柚木の丘」な
どに特定されていない山や丘，川に分けて抽出し
ている．要素は文脈から意味を考えつつ抽出して
いるので，例えば「理想の光」といった表現の場
合の「光J は，環境要素として抽出していない．
校数の数え方として多摩市立瓜生小学校の校歌
（資料省略）を例にあげると，この校歌には，環境
要素群の「山 ・山なみ」として，特定されていな
い「山なみ」と固有名詞である「富士」がうたわ
れている．環境要素として，この二つはそれぞれ
「富士山」で1校，「特定しない山 ・山なみ」で1
校と数えているが，「山・山なみ」の環境要素群と
しては，この二つの要素は 1校の校歌のなかでう
たわれているので，別々に数えるのではなく， 2 
件をあわせて 1校と数えている．
多摩ニュータウンの校歌から環境要素を抽出し
た結果が第2表である また，第3表は，この地
域の特徴を把握するために先行研究との比較をま
とめたものである．多摩ニュータウンの校歌は環
境要素群として「山 ・山なみ」が38校（59.4%)
でうたわれている．第3表から先行研究における
山の出現率と比較すると，やや低くなっているこ
とがわかる．一方，「丘・丘陵」は51校（79.7%)
でうたわれており，この数字を北原（1990）の研
究例と比較すると，かなり高くなっていることが
わかる（第3表参照）．先行研究では，校歌に最も
うたい込まれることの多い環境要素群は山であっ
たが，多摩ニュータウンにおいては，山の出現率
は比較的低く，最も多くうたわれている環境要素
群は，丘・丘陵である．これは，この地域の地形
的な特徴を表わした結果だと考えられる．
環境要素を詳しく検討すると，特定されたもの
のなかで，多くの学校にうたわれているのは， 29
校（45.3%）にうたわれた「富士山」と， 26校
(40.6%）にうたわれた「多摩丘陵」である．その
他の特定された山や丘の出現率と比較して，遠景
としての富士山と近景としての多摩丘陵は突出し
て多くなっており，この地域の景観を特徴づけて
いる要素であることが読み取れる．特定されてい
る丘のなかで「向陽の丘」や「長峰の丘」といっ
た呼称は，昔からその名のついた場所があったの
ではなく，ニュータウンとして開発が始まり，人
がこの地に住むようになってから使われている名
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第3表先行研究との比較
著者 年 対象地域 対象校数
大島・平山 1984栃木県那須北部 65 （小）
飯田・飯田 1986栃木県安足地区 56 （小）
北原 1990三重県津市 39 （小・中・高）
三重県四日市市 74 （小・中・高）
三重県松阪市 38 （小・中・高）
石川ら 1993福岡県福岡市 139 （小）
本研究 多摩ニュータウン 64 （小 ・中）
注）小は小学校， 中は中学校，高は高校を表わす．
称である．包括的には多摩丘陵のことであるが，
あえて「多摩丘陵」ではなく，「丘」に学校のある
場所の地名をつけて呼ぶことで，子どもたちゃ地
域の人々に土地への親しみを持たせていると考え
られる．
歴史的環境として，具体的にうたわれているの
は，「市目の道J，「見附橋」， 「四谷橋」の3件である．
3件のうち「見附橋」と「四谷橋」は，多摩ニュー
タウン内の長池公園にある長池見附橋のことであ
る長池見附橋は，国道20号がJR中央線の四谷
駅を跨ぐ位置に架設された四谷見附橋の改築に伴
い，旧橋を移設し復元したものであり， 元来この
地にあったものではないため，この地の歴史を表
わしているとは言いがたい．北原（1990）の研究
では，松阪市の小・中・高等学校38校の校歌のう
ち，具体的な歴史的環境をうたいこんでいる学校
は18校（47.4%）となっており（第3表参照），そ
のなかで，最も多くうたわれた語句は 15校（39.
5%）もの学校でうたわれている．このことを考慮、
すると， 多摩ニュータウンの小・中学校の校歌は，
歴史についての具体性がほとんどないことがわか
る．また，文化や産業について具体的にうたって
いる歌詞を浅見・北村（1996）は紹介しているが，
多摩ニュータウンにはみられない．
環境要素の「緑」は，48校（75.0%）でうたわ
れており，「丘・丘陵」に続いて高い比率でうたわ
れている．また，「光」も 41校（64.1%）でうたわ
れている．多摩ニュータウンは，計画的に緑を確
保していることや，周囲の山なみが背景となり，
視覚的に緑が多く感じられることの影響により，
緑が豊かである．若林（1998）が調査した，多摩
うたい込まれた校数と割合（%）
山 J, 丘 海 歴史
62 (95.4) 44 (67.7) 
47(83.9) 41(73.2) 
30 (76.9) 18 (46.2) 8 (20.5) 30(76.9) 8 (20.5) 
67 (90.5) 28 (37.8) 14(18.9) 59(79.7) 4 ( 5.4) 
26 (68.4) 17(44.7) 6 (15.8) 18 (47.4) 18 (47.4) 
113(81.3) 56(40.3) 92 (66.2) 
38 (59.4) 13 (20.3) 51 (79.7) 。 3( 4.7) 
ニュータウンに住む人の居住環境評価では，「緑の
多さ」に対する満足度が高くなっているという結
果がでており，住民も緑の豊かさを意識している
ことがわかる．実際に感じられる緑の豊かさが，
多くの学校に 「緑」がうたわれていることと結び
ついていると考えられる．そして，「光Jは，緑の
多さと連動しているものである．また， 「緑」と 「光」
が多くの校歌にうたわれていることは，開発当初
から「太陽と緑に映える都市」をスローガンと し
てまちづくりを進めてきた多摩ニュータウンの姿
勢や，そのまちづくりの結果を反映している面も
見逃すことはできないだろう
2.表象されるイメージ
本節では，校歌にうたわれた環境要素の表現方
法を整理し，どのようなイメージが表象されてい
るかを考察してみたい．
(1) 富士山と多摩丘陵
多摩ニュータウンの景観を特徴づけている要素
である，富士山と多摩丘陵がどのような表現でう
たわれているのかを整理した（第4・5表）．中川・
鈴木（1994）が分類した山のイメージの表現方法
を参考にし，独自に富士山の表現方法を「高さ」，
「E巨離」，「様子」，「存在」，「見方」，「擬人法J，「教
えJ，「同化」の8種類，多摩丘陵の表現方法を「連
続性」， 「様子」， 「場所」， 「歴史」，「同イ七」の5種
類に判別した．
件数の数え方は， 富士山の表現方法として， 「は
るかな富士の白い峰仰げば希望がわいてくる」
（八王子市立南大沢小学校）を例にあげると， 「は
るか」を主体の視点、と対象となる山との「距離」，
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表現
高さ
距離
様子
存在
見方
擬人法
教え
同化
第4表富士山の表現方法
伊』
富士の高嶺
大空はるかに富士の嶺 ・富士ヶ峰遠くさわやかに
白銀の富士・富士の嶺白し
学舎の窓辺はるかに そびえたつ富士のね白し
朝に仰ぐ富士の嶺・はるかに仰ぐ富士の嶺
富士が呼ぶ・緑かがやくこの街を はるかに見てる富士の山
はるかな富士の白い峰仰げば希望がわいてくる
誇らかに富士の嶺仰ぎ気高さと真理を求めていこう
富士もけだかく ほほえみかける 清いすがたは われらの心
件数
????
??
? ?
9 
2 
注）件数は29件中の数字である
表現
連続性
様子
場所
歴史
同化
第5表多摩丘陵の表現方法
例
つづく多摩の山なみ・緑に連なる多摩の山脈
緑ゆたかな多摩の丘・朝日かがやく多摩の丘
多摩の丘辺に草は萌え 希望の光さすところ
多摩の丘手をとりあって ふるさとの明日をになう
赤駒の多摩の丘陵・多摩の横山歴史をしのび
もえる緑光あふれる 多摩の横山みんなのいのち
件数
3 
18 
10 
3 
1 
注）件数は29件中の数字である
「白い峰」を山自体の「様子」，「仰げば」を主体が
山を見る「見方」，「希望がわいてくる」を山の姿
から「教えJ を求める表現として，それぞれ1件
と数えている．多摩丘陵の表現方法として，「紅映
ゆる多摩の丘希望の泉あふれくるJ（多摩市立貝
取中学校）を例にあげると 「紅映ゆる」を対象と
なる丘自体の「様子」，「希望の泉あふれくる」を
丘がそのような「場所」であると表現していると
して，それぞれ1件と数えている．
「様子」をうたっているものは，富士山と多摩丘
陵の両方にみられるが，富士山は遠く距離が離れ
ており，眺める対象であるためj高さ」や「距離」，
「見方」がうたわれている．また，「山なみこえて
富士が呼ぶ」（多摩市立瓜生小学校）のように，「擬
人法」が使われていることや，前述の南大沢小の
ように山の姿から「教え」を求めるような表現が
使われていることもある．一方，多摩丘陵は学校
のある場所そのものなので 主体と対象との距離
や位置のずれがなく，「場所」をうたっていること
が多い．また，多摩丘陵は，万葉集の和歌に「赤
駒を山野にはかし捕りかにて多摩の横山
徒歩ゆか遣らん（4417）」と詠まれており，この和
歌の表現を用いて，多摩丘陵に「歴史」のあるこ
とを示唆しているものもある．しかし，富士山に
みられるような「擬人法」や「教え」の表現はな
し＝
このように，富士山と多摩丘陵の表現方法に違
いがあるのは，山と丘の持つ教育的な意味合いが
違うからではないだろうか．山は遠くそびえてい
るもので，空間的に距離がある．高さや距離を表
現し，さらに擬人化することや，教えを求める表
現を用いることで，「目標とすべきものJとしての
イメージが表象されている例えば，「富士のたか
ねを朝夕に 高いのぞみの輪をひろげ」（多摩市立
中諏訪小学校）では，富士山に子どもたちの持つ
理想や希望を重ね合わせ「あの雄大な富士山のよ
うに高い理想や希望を持って励んでいこう」とい
う意味が暗示されている．
一方，丘は，空間的に距離があるわけではない
ため，山とは異なり，眺める対象ではなく，子ど
もたちの住んでいる場所である．多摩丘陵は，環
境要素の「緑」や「光」とともにうたわれること
??
第6表新しい街を示す表現
表現 学校名 創立年
のびゆく多摩とうるわしき人の世きずく 永山中学校 1971 
希望あふれる新しい街 東愛宕中学校 1972 
ちからあわせて平和の固と多摩のさかえをしっかりきずく 北諏訪小学校 1975 
手をとりあってふるさとの明日をになう
語りつぐ歴史をつくる
新しきふるさと豊かにつくる
燃える希望の新天地
ふるさと多摩の伸びる姿
東永山小学校 1976 
東永山小学校 1976 
豊ケ丘中学校 1976 
鹿島小学校 1976 
松が谷小学校 1976 
うるわしき郷あたたかく心ゆたかにはぐくみて
新しいまちひかる丘
西永山中学校 1980 
北豊ケ丘小学校 1980 
希望は新たに伸びる町
多摩の息吹にふれあいて歴史を育む新世紀
新しい町永山の歴史を刻む
新たな歴史築こうよ
僕等の学ぶこの街をこの手で育てていこう
が多く，緑が豊かで，光が輝いている丘の様子を
表現したり，丘を場所と して表現したりすること
で，「生命たるものJとしてのイメージが表象され
ている．例えば，「もえる緑光あふれる 多摩の
横山 みんなのいのち」（多摩市立南諏訪小学校）
では，多摩丘陵に子どもたちを重ね合わせ，「緑が
萌えて，光があふれでいる多摩丘陵は，生命に満
ちている．この多摩丘陵のように私たちにも力が
満ちており，いきいきと成長していくんだ」とい
う意味が暗示されている．また，主体と対象との
位置が一致していることと関係して， 「多摩丘陵も
私たちと同じように生きている．この丘とともに
これから生きていこう」といった自然との共生や
共存という内容も読み取ることができる
以上のように，山は目標としての意味を持ち，
丘は生命としての意味や共生，共存していくもの
としての意味を持っている．単なる山と丘の違い
だけでなく，両者の教育的な意味合いが異なるの
で，表現方法に違いが出てくるといえる
(2) 新しい街
多摩ニュータウンの校歌には，新しい街である
ことを示す歌詞が見受けられ，これからこの衝を
つくっていこう，発展させていこうと力強くうた
われている（第6表）．これらの歌詞は，従来の研
究で対象としていた学校の校歌にはみられない．
大規模な開発により新しく街ができ，いろいろな
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大松台小学校 1989 
鶴牧中学校 1989 
永山小学校 1996 
瓜生小学校 1996 
稲城第六中学校 1999 
地域から人が移り住んできたこの多摩ニュータウ
ンを自分たちの手でつくっていこう，育てていこ
うという思いが校歌に託されている．
また，新しい街であることを意味する歌詞には，
「燃える 希望の新天地」（八王子市立鹿島小学校）
や「希望あふれる新しい街」（多摩市立東愛宕中学
校）という表現がある．この表現には，「ここは希
望に満ちた場所であり，希望に満ちたこの街のよ
うに，私たちも希望に満ちている．この街の発展
とともに，私たちも大きく成長していこう」とい
う意味が込められている．
このように，まちづくり，街の発展をうたう歌
詞には，子どもたちの心身の成長が重ね合わせら
れていることがわかる．
以上のように，環境要素は，そのものの描写を
しているだけでなく，描写をするなかに，子ども
たちの夢や希望，理想などが託されている 語句
として抜き出すだけではなく，表現方法をみるこ
とで，環境要素に表象されているイメージは明ら
かになる．また，「丘」が「緑Jや「光」とともに
うたわれて，「生命たるものJとしてのイメージが
与えられるように，環境要素を組み合わせること
で，何らかの意味を暗示できることもある．よっ
て，環境要素個別の表現方法をみるだけでなく，
環境要素同士を組み合わせてどのように表現され
ているかもみていく必要があるだろう．
3.連の構成とつながり
歌謡曲や民話などに一番， 二番といったまとま
りがあるように，校歌はひとまとまりの連により
構成されており，連は行より成り立っている．対
象としている校歌は，二連の構成が31校，三連の
構成が33校となっている．本節では作詞者への
聞き取りをもとに，連のつながりや構成をみてい
く．
多摩市立大松台小学校の校歌（資料省略） 1）は，
三連の構成になっており 一つの連は五行より成
り立っている．校歌の一連から三連まで一貫して，
一 ・二行目は景観について，三・四行目は子ども
たちの姿についてうたっている．一連では，「朝日
かがやく丘にそよぐ風大空はるかに富士の峰」
で，遠景として多摩の地と富士山を表現し，「清ら
な夢をえがきつつ 手に手をとって学び合う Jで，
夢を持ち，協力し合いながらともに学ぶ子どもた
ちの姿をうたっているこ連では，「みどり豊かな
ふるさと多摩の里希望は新たに伸びる町」で，
中景として多摩の町を表現し，「うるわしいきずな
を深めつつ 笑顔を交わしむつみ合う」で，とも
に手を携え，友情を深め合う子どもたちの姿をう
たっている．三連では 「共に親しむ道にあおぐ松
明るい窓ベにひびく歌」で，近景として，学校と
校門に植えてあり，学校のシンボルとなっている
松を表現し， 「限りない未来を目指しつつ 心と体
きたえ合う」で，未来を望んでトともにたくましく
励む子どもたちの姿をうたっている．また，大松
台小学校の教育目標は，「すすんで学ぶ子・思いや
りのある子・たくましい子Jであり，各連の四行
目「手に手をとって学び合う」，「笑顔を交わしむ
つみ合う」，「心と体きたえ合う」に教育目標を表
現している 2).
八王子市立上柚木中学校の校歌（資料省略） 3) 
は，三連の構成になっており， 1つの連は六行よ
り成り立っている．校歌の一連から三連まで，一・
二行目は景観と学校の紹介，三行目から五行目は，
子どもたちの成長を学年ごとにうたっている．一
連では，「多摩丘陵にそびえ立ち 緑に萌ゆる学び
やはJで，春の自然景観と学校周辺の 10万株にも
及ぶ樹木をよみ込み，「若きいのちの和のつどい
希望に燃えて体をきたえ 夢を語ろう師と友よ」
で，希望に燃えてきた新入生を想定し，体をきた
えて将来の夢を語ってほしいという願いをうたっ
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ている．二連では，「タブの大樹天をさし 青嵐ぞ
ふく八王子」で，夏の自然景観と校樹になってい
るタブの木をよみ込み，「深き友情手をとりて 理
想に燃えて心を育て 学び励もう若人よ」で，二
年生を想定し，理想、を追及するために，友情を深
め高めあいながら学び励み，心を育ててほしいと
いう願いをうたっている．三連では，「富士の峰白
し雲はるか 柚子の香りもさわやかに」で，冬の
自然景観と校花になっている柚子の花をよみ込
み，「自主創造の花ひらき 進むわが道光りをあび
て 明日の世界にはばたかん」で，三年生を想定
し，学校の教育目標，校訓をしっかり身につけ，
祝福されて，それぞれの将来に向かつて，自分の
道を歩んでほしいという願いをうたっている．上
柚木中学校の教育目標は「知 ・徳・体・国際社会
に役立つ生徒Jが四つの柱となっている．また，
生徒指導の基本となる校訓は「自主・創造・調和」
であり，教育目標，校訓ともそれぞれ校歌にうた
い込まれている 4)
以上のように，連はそれぞれつながりを持って
おり，連の構成も上記の2校の例でいえば，前半
は景観に関して遠景から近景の景観や四季別の景
観を表現し，後半で教育目標や児童像・生徒像に
ついて学年別に目標とする姿をうたい込むという
構成になっている．この構成は，学校の教育目標
や教育理念と同時に地域の自然環境や歴史がうた
い込まれる校歌の基本形であり，子どもたちに郷
土に対する愛着を持たせ，この地で私たちはとも
に学び，励み，成長していくんだということを伝
えている．一つの連はたった数行であるが，作調
者は，数行のなかに多くの思いを込めていること
がわかる．校歌だけではないが，歌は 1曲全体で
何かを伝えようとしているので，歌詞の語句を抜
き出すだけでなく，語句の表現方法や連のつなが
り，構成についても考慮に入れて考えることは重
要である．それらを考慮、に入れることで，新たに
みえてくるものもあるだろう．
川 校歌にみられる変化と時代背景
多摩ニュータウンにおいては， 1971年の第一次
入居から約30年が経過している．創立年代ごと
の校数は， 1970年代以前が2校， 1970年代が20
校， 1980年代が20校， 1990年以降が22校となっ
ている．この約30年間で校歌のリズム，文体，内
容に変化を見いだすことができる．リズムは五・
七調や七・五調といった定型詩が多かったが，
1980年代後半から，自由詩が主流になってきてい
る文体については， 1990年代前半を境に，文語
体から口語体へと移行してきている．内容につい
ては，次節から年代をおってみていくこととする．
その際，本研究の対象にはないが，戦前にできた
校歌についてもふれ，校歌と時代背景に関する考
察を深めていく．
1. 1970年代以前
多摩ニュータウンが街びらきをする前， 1970年
代以前に開校した多摩市立多摩第三小学校と八王
子市立由木中学校の 2校の校歌は，「文化をうちた
てよう，育てていこう」と力強くうたっている．
大久保（1990,p. 91）は，「戦後すぐに生まれた新
制中学校の校歌のなかには，当時わが国が平和国
家を強く希望していたので，平和や文化の文言が
挙げられ，日本を背負う子どもとしての自覚を促
している」と述べている．大久保の言説は，中学
校だけでなく，小学校にも該当するだろう．本研
究で対象としているなかで 1970年代以降に創立
した 62校の校歌には， 「平和」という語は4校，
「文イじ」という語は2校にしかうたわれていない．
参考までに，多摩ニュータウン区域外の八王子市
において，戦後から 1970年代以前に開校した小・
中学校の校歌をみると，やはり，平和や文化の文
言が多い．そのことを含めて考えると，校歌の作
られた時代の差が浮き彫りになる．
校歌の歴史をさかのぼると，戦前にできた校歌
は，国家への忠誠心や修身を中心とした教育勅語
の内容を教えとしている（浅見・北村， 1996）.教
育勅語の内容は， 1945年を契機として消え，代わ
りに民主主義をうたった校歌が多く作られるよう
になる（渡辺， 1978,p. 480) .これらのことから，
戦前から戦後まもなくできた校歌には，当時の国
家の体制が色濃く反映されていると考えることが
できる．国をっくり，発展させ，国民のアイデン
ティティを育てるうえで，教育が大きな役割を
担っていると考えられていたからであろう 国家
政策のなかに教育があり，教育のなかに校歌が存
在している．国家の意思が教育，さらには教育の
もっと内側にある校歌を通して，国民に伝えられ
ているのである．
校歌がそのような性格を持つことは，校歌の起
源をさかのぼるとより一層明確になる．校歌の起
源は，文部省が1893年に「祝日大祭日儀式用唱
歌」を公示したことに始まる．「祝日大祭日儀式用
唱歌」とは，祝祭日の学校儀式で歌うべきとされ
た8曲5）であり， 1945年まで52年間，全国民が
歌っていた．校歌は，これらの歌が学校で歌われ
るようになり生まれたもので，元来，国家の教育
政策の一環であった．戦後になってからは，教育
の基本方針が教育勅語から教育基本法へと変わっ
た教育改革の影響や，教育行政の地方分権化が進
んだこともあり，校歌は，国家より地域に密着し
たものになっている．
2. 1970年代以降
多摩ニュータウンは 1971年に第一次入居が開
始された後，地元自治体の財政負担問題で住宅建
設が一時中断したその後， 1974年に住宅建設が
再開され，再び入居が始まったのは 1976年であ
る．この年には，小・中学校8校が開校しており，
街びらきをしてから今日までの約30年間のう
ち，新設校が最も多い年になっている．地元自治
体の財政に関する懸案事項が解決されたこともあ
り， 1976年に開校した学校の校歌には，「ここがみ
んなのふるさとである」，「ふるさとをみんなでつ
くっていこう」と明示されている.1976年は当時
の文部省がふるさと運動を提唱した年であること
も関係しているだろうが，街全体が「ふるさとづ
くり」に一丸となっていたことがうかがえる．ほ
とんどの児童・生徒が他の地域から移り住んでき
たので，子どもたちにこの場所をふるさとだと
思ってほしいという願いが，非常に強かったのだ
ろう Iの2の（2）でみた新しい街を示す表現にも，
街を造っていってほしい，発展させていってほし
いという願いが込められているが，この場合は，
「ふるさと」という言葉を用いているところに特徴
がある．この地域を自分たちのふるさとと思い，
育てていくことは，地域への愛着を抱くことと同
時に，地域のアイデンティティを創出することで
もあり，さらに，地域住民のアイデンティティを
創出することでもある．地域アイデンティティ創
出のための多摩ニュータウンの「ふるさとづくり」
は，さまざまな形で進められており，今現在でも
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続けられている 6).
1980年代以降になると 1970年代には全くと
いっていいほど使われていなかった「世界」（1970
年代は 1校， 1980年以降は 10校）や「未来」（1970
年代は2校， 1980年以降は20校），「夢」（1970年
代は2校， 1980年以降は25校）という語が使われ
るようになる．これは 社会のなかで日本の国際
化が叫ばれるよ うになり，日本の，そ して多摩
ニュータウンの子どもたちも，世界に向けて羽ば
たいていって欲しい，国際社会に貢献して欲しい
という願いが校歌に込められるようになったから
であろう．表現の仕方としては，「世界に向けて羽
ばたこう」（多摩市立諏訪小学校）や「若葉の丘に
光る夢 それは皆の行く未来」（稲城市立稲城第六
中学校）などがある.1970年代では，これからの
この街， これからのふるさとを担う子どもたちに
ついてのみうたわれていたが， 1980年代以降にな
ると，これからのこの街，ふるさとに加え，これ
からの世界，次の世紀を担う子どもたちについて
もうたわれるようになる．多摩市立鶴牧中学校の
校歌（資料省略）は，新しい世紀，次の世代を担
う子どもたちの姿をうたっている．徐々に街が街
として成熟していっていることや，社会がますま
す国際化し，世界とつながりを持つようになった
ことを校歌から読み取ることができる さらに最
近では， 「無限の宇宙に向かおうよ」（稲城市立若
葉台小学校・稲城第六中学校）といった歌詞もあ
り，世界からさらに宇宙にまで目指すところが広
がっている．視線が，自分たちの街，地域を見据
えながら，国をも越えて世界や宇宙にまで、向かっ
ていることカfうかカfえる．
自然の描写についても 約30年間で変化がみ
られる．自然の描写は， 1980年代前半までは，見
たままの自然の姿を表現し，その見たままの姿は
私たちの姿でもある，あの姿のようになろうとう
たっていたしかし， 1980年代後半から，自然を
守っていこうと表現されるようになる「自然をい
つでも大事にできる」（八王子市立下柚木小学校）
や「僕らが愛するこの自然 この目で見つめてい
こう」（稲城市立稲城第六中学校）を例としてあげ
ることができる．自然の描写の変化には，社会の
状況が，自然を見つめなおし，自然を保護してい
こうという方向になったことや，自然を眺めるだ
けでなく，自然を体験しようという動きが出てき
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たことが関係していると考えられる．また，そこ
には，多摩ニュータウンの計画も最初は住宅地の
開発を重視していたが，社会の状況の変化に合わ
せ，自然の地形を生かし，自然林を多く残してい
く方向に転換していったという背景が影響してい
るのだろう．最近では，「僕らが生まれたこの地球
を この手で、守っていこう」（稲城市立稲城第六中
学校）といった歌詞もあり，地球規模の環境保護
まで校歌にうたわれるようになってきている．
校歌は，作られた当時の時代背景によって， う
たわれる内容に変化が現われる 多摩ニュータウ
ンは，高度経済成長期に住宅難の解消と多摩丘陵
の乱開発の防止を目的として計画され，事業が始
まった. 1971年に街びらきをした後，オイル
ショックや戦後初のマイナス成長などを経験し低
成長期に入り，その後，世界はますます国際化，
ボーダレス化が進んでいった．さらに，科学技術
が大幅に進歩するにつれ環境破壊が叫ばれるよ
うにもなった．社会の状況，時代の流れにより，
まちづくりの考え方も変わり，何度も多摩ニュー
タウンの計画は見直されてきたその変化が校歌
の内容に変化をもたらしている．戦前や戦後まも
なくできた校歌が，当時の国家の体制を反映して
いたように，多摩ニュータウンでは，街びらぎを
してからの約30年間の社会の移り変わりやまち
づくりの姿勢が校歌に反映されている
IV 校歌の作られる過程をめぐる地域的背
景と時代背景
校歌は大衆音楽と違い，教育のなかに位置づけ
られる 教育は地方住民の生活と直結しているの
で，教育事務は地方の自治となっており，地方の
教育事務を行う行政組織は教育委員会である（小
島， 1993）.そのため，校歌は作成から制定に至る
まですべてが各学校に委ねられているとは限らな
い．制定過程において教育委員会との調整が行な
われる場合もある．本章では校歌の制定過程を検
討し，教育と校歌の関わりについて考察していき
たい．
1 各市における校歌の制定過程
本研究の対象校の所属する自治体では，校歌の
制定過程は市によって異なっている．稲城市教育
委員会では，校歌を制定する際に，各学校に基本
的な考え方を示している．基本的な考え方とは，
子どもたちにうたいやすい校歌であることや，地
域に関する歌詞を入れ，児童像や生徒像を盛り込
むといったことである．教育委員会は基本的な考
え方を示すのみで，あとは各学校に委ねられてい
る．
八王子市教育委員会では 校歌に関する具体的
な規定はなく，指示もしていない．校歌の最終的
な決定権は，各学校の校長に委ねられているため，
校長の考えによっても校歌は変わってくる．八王
子市では制定される校歌を教育委員会が承認した
りすることもない．
一方，多摩市教育委員会では，校歌に関する具
体的な見解があり，その見解にそって校歌は作ら
れている．作成の過程は，基本的事項として次の
ようになっている．まず各学校で校歌の素案を作
成し，教育委員会に提出する．教育委員会は，素
案をもとに作詞の専門家に意見を聞き，その後，
学校と話し合って調整が行なわれる．最終的に，
校歌は教育委員会の承認を得た後に制定される．
しかし，この基本的事項も 1980年代半ばから変
化してきたようである．現在では，作調の専門家
に意見を聞くことはなく，教育委員会と学校側の
調整は，漢字の読み方について討議されるにすぎ
ない．
2.制定過程による校歌の違い
制定過程における教育委員会の調整の有無によ
り，校歌に違いが出てくるのであろうか．校歌に
関する行政側との調整のない稲城市・八王子市仁
調整のある多摩市の校歌の違いをまとめたものが
第7表である。リズムについては，多摩市の校歌
は36校のうち 34校（94.4%）が定型詩であり，圧
倒的に定型詩が多いが，稲城市・八王子市の校歌
は28校のうち定型詩が10校（35.7%），自由詩が
15校（53.6%）と自由詩のほうが多い．また，文
体については，口語体が使われている校歌が稲城
市・八王子市では 16校（57.1%）あるが，多摩市
ではわずか1校（2.8%）のみである．リズムと文
体で判断すると，多摩市は，伝統的な校歌の形式
を保っており，稲城市・八王子市は，より現代風
の校歌になっているといえる．リズムや文体が自
由詩，口語体になると，定型詩や文語体の校歌と
比較して，表現にやわらかさがでて，砕けた表現
になる．その他の違いとしては，稲城市・八王子
市の校歌には副題がついているものや，歌詞のな
かにカタカナ語が入っているもの，「！（感嘆符）J 
が使われているものがあるが，そのような校歌は
多摩市にはない．
八王子市立別所小学校の校歌（資料省略）や八
やりみず
王子市立鑓水小学校の校歌 （資料省略） 7）には，学
校名や地名がなく，具体的な場所を示す語がない．
このような校歌があるのは，教育委員会の見解や
指示がなく ，校長の考えで自由に校歌を作ること
ができる結果であろう．
3.各市のニュータウンに対する意識8)
ニュータウン開発に対する各市の姿勢として，
稲城市はニュータウン計画区域に米軍多摩弾薬庫
を入れることを強く希望しており，弾薬庫の返還
および開発を第一義として考えていた．そのため，
米軍多摩弾薬庫を計画区域から除外するという
1964年の東京都市計画地方審議会の決定に強い
反発を示し，以後開発推進に積極的な姿勢はとら
なくなった．また，八王子市は開発計画区域に農
業団地を残すことを希望していたが，一方，多摩
市はニュータウン開発による農村から文化都市へ
第7表教育委員会との調整の有無による校歌の違い
リズム（カッコ内%） 文体（カッコ内%） その他
定型詩混合自由詩 文語体文語調的口語体混合口語体 副題カタカナ語感嘆符
稲城市・八王子市 10校 3校 15校 2校 6校 4校 16校
有 有 有
(28校） (35.7) (10.7) (53.6) ( 7.1) (21.4) (14.3) (57.1) 
多摩市 34校 。2校 10校 12校 13校 1校
無 無 無
(36校） (94.4) ( 5.6) (27.8) (42.9) (36.1) ( 2.8) 
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の転換を期待しており 積極的に開発推進の姿勢
を表明していた．以上のことから，稲城市・八王
子市と多摩市ではニュータウン開発への期待に大
きな差があったといえる．
また，旧都市計画法第一条によると，複数の町
村にまたがる都市計画を定める場合，中心となる
町村を法指定町村にしなければならない．多摩
ニュ←タウン開発計画では， 1963年に当時の稲城
町・由木村の同意を得て，多摩村が法指定町村と
なった．つまり，多摩ニュータウン開発の中心地
として多摩市が位置づけられたのである．
4. 多摩市の教育と校歌
校歌に関する教育委員会の見解や調整のある多
摩市は，教育や校歌をどのように考えているのだ
ろうか．そして，教育のあり方と校歌には関係が
あるのであろうか．ニュータウンが建設される以
前，多摩市には，小学校3校，中学校1校しかな
かった しかし，ニュータウンの建設により小・
中学校は急激に増え， 1年で小・中学校合わせて
6校（ニュータウン区域外1校を含む）が開校し
た年もある.1年で6校もの学校が開校するのは，
全国的にみても類のないことである（臼井，
1998）.ニュータウンが街びらきをしてから初め
て開校したのは， 1971年の南永山小学校と永山中
学校である．永山中学校の入学式で，当時の多摩
町長（市制が施行されたのは 1971年11月1日）
と教育長は，「多摩ニュータウンは，史上稀にみる
巨大都市開発である．巨大であるが故に生ずる問
題のひとつが教育開発でドある．物理的開発が理想
的に行なわれでも，住む人の心の豊かさがなかっ
たら，荒廃の街となる．従って，まちづくりは，
人（市民）づくりが大切であり，これが成功して
はじめて価値ある理想都市となる．期待する市民
像としては，地域連帯と郷土愛によって結ぼれた
市民である．この理想市民の育成は，市の教育開
発の全体的な施策によって行なわれなければなら
ないが，学校教育においても，この市民像を端的
に担ってほしい．このような開発が進められ，発
展していくニュータウンを考えたとき，その先駆
者となる永山中学の教育に期待するものは大であ
る．教師も，親も，生徒も先駆者の誇りと開拓魂
をもって，よい学校をっくり，よい市民を育てて
ほしい」といった趣旨の話をしたという（臼井，
1998, p. 13）.同様の願いは，以後開校される学校
にも込められ続けていただろう．多摩市は，これ
から街をつく っていく ，発展させていくうえで，
人づくりが重要であると考えている．そして，人
づくりには，教育が果たす役割が大きいと考え，
学校教育に期待していたことが，町長と教育長の
話からうかがえる．
当時の多摩市の教育方針からも，教育の重要度
は明らかとなる．方針には， 「多摩市に居住するこ
との喜びを感じるような理想的都市開発は，豊か
な人間性の開発を目指す真の教育開発によって実
現する」と述べられている．街をつくり，地域の
アイデンティティや地域住民のアイデンティティ
を育成するために，教育が重要で、あるとすること
は，国をつくり，国民のアイデンティティを育て
るために教育が大きな意味を持っていた時代と考
え方は同じである．
また，街びらきをした当初の多摩市の教育方針
には，「本市は，多摩ニュータウン建設の中心地」
であることがはっきりと書かれており，多摩
ニュータウン全体を担っている市であると多摩市
が自覚していることが読み取れる．そのような状
況で，多摩ニュータウンを成熟させていくために，
学校教育のなかに位置づけられている校歌弘子
どもたちに地域連帯と郷土愛を育てさせるための
重要なものとして考えられていたのであろう．だ
からこそ，校歌に関する見解があり，作る際に学
校側と調整するようにしていたと考えられる．
多摩市においては，校歌の内容は中正であり，
表現は適切で格調高いものであることを，教育委
員会が各学校に要請している．校歌を作る際には，
「格調高いものであること」が強く意識されてい
る．なぜなら，制定過程のなかで，教育委員会が
学校からの素案を専門家に渡し，意見を聞く際，
専門家が最も意識するのは，校歌の持つ格調の高
さや校歌に風格・品を持たせることだからである．
学校からの素案には，盛り込んでほしい言葉や願
いなどが明示しであり，やはりどの学校も一貫し
て，「連帯感を培い，郷土愛・愛校心を育てる校歌」
を希望している．それは，「校歌は，その学校の教
育理想，特色，発展の願望等を盛り込み，児童・
生徒に歌わせ，健全なる校風を発揚し，豊かな人
間性の形成，愛校心の育成を図るために制定し，
永く継承し尊重されるものである」という，教育
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委員会が定める「校歌の意義及び、性格」に準じて
素案が作られているからであろう．専門家が手を
加えるのは，内容よりもむしろ表現の仕方であり，
言いまわしに無理がある場合や，俗語が多い場合
に，風格を持たせるような表現に変更している．
新しさよりも品を求め，格調高くしており，そこ
に多摩市の校歌に対する考え方が現われているの
であろう．
多摩ニュータウンの中心地であることを自覚
し，まちづくりを進めるにあたり，教育開発が重
要であると認識している多摩市にとって，児童・
生徒が全員で歌うことで，帰属意識を高め，地域
に対する愛着を抱かせることのできる校歌が必要
とされていたのであろう．教育の一環として校歌
を非常に重要なものと考えていたことが，校歌を
作る過程に反映されていたといえる．
しかし前述したように， 1980年代半ばから，
校歌制定過程に関する基本的事項は変化してきて
いる また，その頃から，多摩市の教育方針には，
「理想的都市開発は真の教育開発によって達成す
る」という文面がなくなっている．街が成熟して
いくにつれて，まちづくりに対する姿勢が変わり，
それと平行するように教育に対する考え方，教育
方針も変わってきたのであろう．また，学校から
の素案に対してほとんど調整しなくなったのは，
著作権の問題が以前にも増して騒がれるように
なったため，専門家の意見を求めなくなったこと
も背景としてある．街の状況や社会の状況，時代
によって，校歌は制定過程にも変化が現われるの
である．
V おわりに
本研究では，前半部分で校歌の歌詞の語句や表
現方法，連のつながりを分析することで，地域性
や児童・生徒に付与されるイメージを読み解き，
さらに歌詞の変化と時代背景との関わりをみてき
た校歌には，地域に関係する歌詞が盛り込まれ
ている．そのような歌詞は，地域に対する愛着を
子どもたちに抱かせるために盛り込まれるだけで
なく，表現方法から，あるイメージを子どもたち
に与える働きも持ちあわせていることを読み取る
ことができる．多摩ニュータウンの校歌では，主
体と距離が離れている富士山を目標とすべきもの
とし，主体との距離がなく ，生活の場である多摩
丘陵を生命たるもの，自分たちと同じように生き
ており，共生・共存していくものとして，子ども
たちにイメージを付与している．
また，連の構成やつながりをみると，それぞれ
が独立しているのではなく，つながりを持ってい
ることがわかる．一連で学校からの近景やこの地
で学んでいくことをうたい，最終連で学校からの
遠景やこの地から世界に羽ばたいていこうとうた
うように，歌全体からでないと伝えられないこと
がある．歌詞の語句や表現方法といった部分だけ
を取り出して分析するだけではなく，歌全体とし
て検討することが重要で、ある．
多摩ニュータウンの校歌には，街びらきからの
約30年間における社会や時代の変化と，それに
伴うまちづくりの考え方の変化が歌詞に現われて
いる．校歌がその時々のまちづくりの姿勢や結果
によって変化していくのは，多摩ニュータウンに
おいては，街ができると同時に学校も造られてい
くからである．街が街として成熟している場所に
学校ができるのではなく これから新たに街を
造っていこうとしている 人と人とのつながりも
まだほとんどない場所に学校ができていくのであ
る．まちづくりが進んでいくにつれて，地域と学
校との結び、っきは次第に強くなっていくのであろ
う． しかし，多摩ニュータウンでは近年，学校の
統廃合が行なわれている．統廃合により，新たに
地域と学校との関係の構築を図らなくてはならな
い．多摩ニュータウンにおいては，学校自身が地
域との結び、つきを模索しているのではないだろう
か
また，本研究では後半部分において，校歌の作
られる過程を詳しく検討し とくに多摩市の多摩
ニュータウンに対する意識をもとに，教育と校歌
の関わりについて考察した．従来の校歌を対象と
した研究では，校歌にうたい込まれた環境は市民
意識として共有されており（北原， 1990），地域に
定着した環境イメージを投影している（石川ら，
1993）とされてきた． しかし，本研究で明らかに
なったように，校歌は制定されるまでに教育委員
会との調整が行なわれる場合がある．教育委員会
との調整がなければ，校歌は児童・生徒や教職員，
保護者などの主体的なものであるといえるが，調
整がある場合，校歌は主体的なものではなく，公
? ?? ?
的なものとなる．校歌を対象として，そこにうた
い込まれている環境について議論する際には，制
定過程に関する部分は無視できないのではないで
あろうか．教育委員会との調整があるとしたら，
歌詞を分析する際にそのことを考慮する必要があ
るであろう．本研究では，制定過程を明らかにす
ることはできたが，それを踏まえた上での歌詞の
内容に関する議論は行なっていない．教育委員会
との調整の有無による歌詞の内容の違いについて
は，今後の検討課題としたい．
（群馬県太田市立商業高等学校）
本稿は2000年度に東京都立大学理学部地理学科に
提出した卒業論文を加筆・修正したものです．お忙し
いなか，校歌製作におけるさまざまなお話をしてくだ
さった作詞者の皆様，そして，資料の提供を快く了解
してくださった，多摩市，八王子市，稲城市の各教育
委員会，各学校の方々に厚く御礼申し上げます．また，
本研究を進めるにあたり，終始ご指導・ご助言をいた
だいた東京都立大学大学院理学研究科地理学教室の
各先生方に，この場を借りて深く感謝いたします．
；王
1）大松台小学校のホームページ参照．
http://www 1.ttv .ne.jp/-oomatsuda日1tml/kouka.htm
(2005年 12月16日）
2) 2000年 11月15日の作詞者への聞き取りから
まとめた．
3）上柚木中学校のホームペー ジ参照．
http://www.edu.city.hachioji.tokyo.jp/school/kmygi/ 
kamiyugi.html (2005年 12月16日）
4) 2000年10月25日の作詞者への聞き取りから
まとめた．
5）「君が代J，「勅語奉答」，「一月一日」，「元始祭」，
「出己元節」，「神嘗祭」，「天長節」，「新嘗祭」の8曲
である．
6）多摩ニュータウンの「ふるさとづくり」のイべ
ントとして， 1983年から毎年春に，人と緑の調和
を目指す「ガーデンシティ多摩」が， 1987年から
毎年秋に，文化都市としてのイメージ強化を目指
す「いきいき T品 1A ふれあいフェスティパルj
が行政の主催により開催されている．
7）鑓水小学校のホームページ参照．
http://www.edu.city.hachioji.tokyo.jp/schooVyrmze/ 
kouka.htm (2005年 12月16日）
8）この節をまとめるにあたっては，稲城市史（稲
城市史編集委員会， 1991）および多摩市史（多摩
市史編集委員会， 1991）を参考にした．
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